
 平成 31 年３月末から稗原駐在所に赴任して、あっという間に７年の歳月が過ぎました。この間地

域の皆さんとともに活動し、大きな事件事故もなく無事勤務を終えることに感謝しています。 

 記憶に残っているのは、令和３年７月豪雨災害です。110 番通報で所原町内の土砂崩れの現場確

認で出動し、そのまま自分自身が国道の土砂崩れで身動きが取れなくなり、受け持ち管内である稗

原地区内の対応ができませんでした。 

 

【香典返し】（R8/3/17 まで） 

 

ご厚志は、稗原社会福祉事業・地域事業に活用させていただきます。 

補聴器専門店のいずも補聴器さんをお招きし、「耳の聞こえと補聴器」についてお

話をしていただきました。はじめに参加者の皆さんに簡単な聴力チェックと補聴器

の試聴を体験していただきました。その後、聴力低下が引き起こす問題、補聴器の

役割や選び方、集音器との違いなど、皆さんが疑問に思っている内容をわかりやす

く説明していただきました。 

 聴力は 30 代頃からゆっくり低下していくため、自覚しにくいものだそうです。参

加された皆さんも、今回のお話を通して「聞いて安心、聞こえて安心」という気持

ちを実感された様子でした。 

 ※３月 25 日（水）10 時～12 時に稗原コミセン会議室に於いて無料相談会を開催します。今回参加されなかった方もぜひ

ご参加ください。 

 

 

 

ご寄付ありがとうございます 

て「せーの！」の掛け声で、６ｍ50ｃｍののり巻きができあがりまし

た。できたのり巻きを切り分けみんなで食べました。みんなで協力し

て作り、一緒に食べるのり巻きの味は格別でした。 

そのほか、フォトブースや遊びのブースで子どもから大人まで、楽

しく交流を深め楽しいひとときを過ごしました。 

フェスを盛り上げていただいた関係の皆さん、ご協力いただきあり

がとうございました。 

ぐるっと巻いて、ぐんぐん元気！！ 

「みんなで巻こう！なが～～いのり巻き」 2/22（日） 

地域で子育て中の親子を対象に、子ども同士、親同士の交流を目的とした“ひえばら子

育てフェス”を開催しました。 

 今回のテーマは“なが～～いのり巻

き”。総勢 50 名の参加者が息をあわせ 

例年 12 月中頃に交通事故、犯罪防止のために行われる街頭立哨活動は、会員の皆さんと寒さに耐えて頑張りました。 

事件事故が少ないことは、地域の皆さんが互いを思いやる気持ちや、住民同士の絆が強く、犯罪や事故防止に役立って

いると思います。今後も地域のつながりが継続することを願いながら３月末で退任いたします。 

 ７年間ありがとうございました。 

退任のご挨拶      出雲警察署稗原駐在所巡査部長 

 

高齢者の料理教室を行いました。 

今回の料理教室は、“簡単ひとり鍋”。ひとり分の鍋ですから、自分で食材を切り、食

材を煮込み、わずか 20 分で完成！ 

「・自分で作るなら、できるだけ簡単にしたい・忙しいときは短時間で調理した

い・肉も野菜もバランスよく食べたい」、そんな時に“パパッ”とできる、手軽でお

いしい鍋料理を作りました。 

 

 

高齢者の料理教室 2/20（金）   

 

 

ワンステップ 春の寄せ植え 2/25（水） 

  女性部の事業で花の寄せ植えをしました。  

ビオラ、プリムラ、ノースポールなど、たくさんの花のなかから、全体のバラ

ンスや色のバランスを考えながら花苗を選び、プランターに植えていきました。

みんなで一緒に作業をすると、会話もはずみ笑顔がこぼれます。 

 これから暖かくなり、たくさんのつぼみを付け、春には色とりどりの花が咲き、

玄関や庭に彩りを添えてくれることでしょう。 

＼家族が知っておきたい／ 耳の聞こえと補聴器のお話 3/16（月）  

  

 

令和７年度を振り返って… 
 ◆国の特別天然記念物トキの放鳥が、ここ稗原地区に正式決定し、今年度、最大のニュースとなりました。2027 年の放

鳥に向けて、地域のイメージアップやシンボル的存在になっていってほしいと願っているところです。◆こちらは困っ

たサルの存在。人慣れしているようで、人家への侵入、タマネギ、長ネギ奪取などを繰り返しました。◆夏の縁日は夏

のイベントとして盆踊り大会、花火大会に続いて企画したものでしたが、こじんまりとした手作り感のあるイベントに

なりました。出演して盛り上げていただいたバンドメンバーをはじめ、屋台やゲームコーナーでボランティアとして携

わっていただいたスタッフの皆さんありがとうございました。◆流行語大賞にも選ばれた「二季」を実感する長く暑い

夏でした。６月 27 日に梅雨が明け、６月から９月までの４ヶ月間で真夏日は 84 日を数えました。稗原ダムの貯水率は

一時 10％となり、稲に大打撃が出るのではと危惧もしました。◆少子高齢化がすすむ稗原で、10 年後に向けたビジョン

をつくり、住民の一人ひとりが参画できるようなまちづくりができるようにマスタープラン作成にとりかかっています。

◆総合文化祭では小学校校舎で昔の稗原小学校、コミセンブースでは懐かしの五中展を企画し好評でした。◆令和７年

度、稗原地区の新生児誕生は３人、ご逝去は 24 人でした。（推定値です）コミカフェの利用者 149 人（昨年度同時期比 

- 15％ 174 人）、 コミュニティセンター来所者 4,134 人（〃 -15％ 4,845） コミュニティセンター利用者 5,981

名（〃 +5％ 5,684）、交流センター利用者 4,285 人（+36％   3,131 人）でした。 

稗原コミュニティセンター長  高野 正次 

 今年度最後の童々クラブはお茶会をしました。 

毎日子育てをがんばっているパパとママに、“ほ

っとひといき”ついてもらおうと、温かい飲み物と

手づくりクレープでお茶会をして和やかな時間を

過ごしました。そのほか、親子同士の交流、読み聞

かせや乳児相談・計測をして一年の活動を締めく

くりました。 

 ４月から、また新しい年度がスタートします。こ

れからも子どもたちが成長する姿を楽しみに見守

っていきたいと思います。 

 

 

路線バス「根波線」は４月１日より雲南市への乗り入れはなくなり、終点が野尻と根波の

境界付近の「見々久別れ」となります。これにより線名が変更となり「稗原線」となります。 

出雲市駅から見々久別れまでの通過時刻等に変更はありませんので、地域の皆さまにはこ

れまで同様に路線バスをご利用ください。 

根波線（路線バス）が稗原線に名称変更！ 

 

童々クラブ 

クレープパーティー 3/11（水） 

  

 

７年間、地域を見守ってくださりありがとうございました！ 

 

 


